
本年もよろしくお願いいたします。
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台
風
２
１
号
で
被
害
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
南
海
ス
チ
ー
ル
株
式
会

社
様
に
、心
ば
か
り
の
御
見
舞
い
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。そ
の
感
謝
の

お
手
紙
で
ご
ざ
い
ま
す
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

和
歌
山
営
業
所　

片
岡�

眞
次

サンコー物産株式会社　御中� 平成30年11月吉日
� 南海スチール株式会社
� 代表取締役　中野一宏
拝啓　この度の台風２１号による弊社の風水害による被害にあたりま
しては、早速、心強いお心遣いを頂き、心より感謝いたしております。
台風２１号は弊社に多大な被害をもたらしましたが、幸いにも施設な
どの被害は修理が可能な事が判明し、最小限の被害で済みました。
１１月５日より通常通り業務を再開しておりますので、皆さまにおかれ
ましては、どうかご安心くださいますようお願い申し上げます。
まずは書中を持ちまして御礼申し上げます。� 敬具

サンコーのサン
タさんへ、

かわいいお手紙
が届きました

。

新
年
、明
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

代
表
取
締
役
社
長　

細
川　

康
二

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、旧
年
中
は
多
大
な
る
ご
支
援・ご
協
力
を
賜
り

弊
社
を
代
表
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
暮
れ
に
２
０
１
８
年
を
表
わ
す
文
字

と
し
て「
災
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。一
年
を
通
じ
て
、多
く
の

災
害
が
発
生
し
た
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

そ
の
一
方
で
沢
山
の
勇
気
づ
け
ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
、

私
た
ち
は
前
に
進
む
事
を
学
ん
だ
一
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
学
ぶ
機
会
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
現
代
社
会
で
唯
一
学
び
の
場
で
あ
る
企
業
は
、正
し
い

努
力
を
通
し
て
立
派
な
社
会
人
を
育
て
る
責
務
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ
の
為
に
は
我
々
自
ら
が
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
波
を
起
こ
し
、次
世
代
の
為
に
公
器
と
し

て
の
社
を
継
続
す
る
事
の
大
切
さ
を
自
覚
し
、多
く
の
問

題
や
課
題
と
真
摯
に
向
き
合
い
、全
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て

そ
れ
ら
を
解
決
し
な
が
ら
、お
客
様
と
共
に
成
長
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、来
年
は
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。２
０
１
８
年
に

３
０
０
０
万
人
を
突
破
し
た
訪
日
外
国
人
の
方
々
が
更
に

２
０
２
０
年
に
向
け
て
ま
だ
ま
だ
増
え
続
け
る
事
で
し
ょ

う
。そ
の
中
で
弊
社
は「
住
環
境
資
材
を
通
じ
て
お
客
様

へ
の
お
役
立
ち
と
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
」理
念
を
旗
印

に
、知
識
集
団
と
し
て
の
お
役
立
ち
が
出
来
る
よ
う
に
、ベ

テ
ラ
ン
か
ら
新
人
ま
で
学
ぶ
事
を
継
続
し
、学
び
を
知
恵

に
昇
華
さ
せ
、念(

お
も)

い
だ
け
で
は
な
く
実
践
者
と
し

て
皆
様
へ
貢
献
出
来
る
よ
う
正
し
い
努
力
を
実
践
し
て
参

り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、世
界
的
ビ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
注
目
さ
れ
る
日
本
に
住
む
者
と
し
て
、

皆
さ
ま
と
美
し
く
誇
れ
る
国
造
り
が
出
来

る
よ
う
、微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
更
な
る

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。本

年
も
昨
年
以
上
の
ご
支
援・お
引
き
立
て
を

賜
り
ま
す
よ
う
、何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
新
年
祝
賀
式
、自
立
、３
Ｓ
発
表
会
」　

�

名
古
屋
営
業
所　

藤
本　

幸
寿

　

１
月
１
２
日
㈯
、Ａ
Ｍ
に
３
Ｓ
発
表
会
、Ｐ
Ｍ
に
弊
社
の
新
年
祝
賀
式�

・�

自
立

研
究
委
員
会
と
い
う
構
成
で
、弊
社
の
恒
例
行
事
が
行
わ
れ
、充
実
し
た
一
日
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

３
Ｓ
発
表
会
に
お
い
て
は
、生
産
性�

・�

効
率
を
考
え

て
い
る
と
い
う
各
社
の
お
話
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、各
社
、社
内
の
業
務
を
見

直
し
、社
員
が
働
き
や
す
い
快
適
な
職
場
づ
く
り
を
行
う
取
り
組
み
が「
働
き
方

改
革
」は
ど
の
企
業
で
も
、急
務
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。�

新
年
祝
賀
式・自
立
研
究
委
員
会
に
お
い
て
は
、私

の
考
え
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
部
が
サ
ン
コ
ー
物
産
全
体
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
採
用
さ
れ
、非
常
に
光
栄
な
気
持
ち
で
新
年

祝
賀
式
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。弊
社
の「
知
識

と
ア
イ
デ
ア
」が
お
客
様
の
皆
様
の
下
に
届
き
ま
す
よ
う
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
サ
ン
コ
ー
物
産
株
式

会
社
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「正月花」
　お正月に飾る縁起の良い正月花をご紹介します

　＊　松　・・・一年を通して葉を落とさないことから、
　　　　　　��長寿と健康のシンボルとされています。
　＊　梅　・・・他の花々に先駆けて咲くため、
　　　　　　��出世・開運・繁栄などの縁起物とされています。
　＊千両�・・・おめでたい名前で正月花に使われます。
　　� 皆様、本年もどうぞよろしくお願い致します。��
� 本社　津上�勝代

「森信三先生に学ぶ」
◎どうとんぼり読書会　
　毎週月曜日朝礼時に実施しております。
◎読書教本：『森信三一日一語～人生に処する知恵』
　Ｐ211～Ｐ213
◎平成30年12月25日　当番：和歌山営業所

森信三先生の一日一語から　十二月二十七日
けふひと日いのち生きけるよろこびを�夜半にしおもふ独り起きゐて
意味を調べてみました
けふひと日�➡�今日一日という意味�【けふ】が今日�【ひと日】が一日
小註に書かれています『一日生涯』という思い、一瞬一瞬一日一日を真剣に、悔いのないように
仕事にとりくまれ、生きている喜びと感謝で一日を終える。その強い思いが大切なのだと思いま
す。次の瞬間に何があっても悔いのない様に、日々生きている事への喜びと感謝の気持ちを持
ち続けられるようにしていきたいです。
� 平成30年12月25日　朝礼発表　和歌山　辻�朋行

みなさん、
ありがとう
ございます！！
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経営
理念

私たちは、住環境資材を通じてお客様へのお役立ちと地域社会に貢献します。
私たちは、お客様に優れた品質の商品・サービスを提供し、より豊かな暮らしを応援することで、
地域社会のパートナーになることを目指します。

サンコー物産株式会社

編
集
後
記

「200年住宅リフォーム理念」どこまでも続く永いおつきあいを

　
大
寒
の
み
ぎ
り
、
皆
様
に
は
益
々
の
ご
健
勝
の
ほ
ど

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
記
事
に

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
サ
ン
コ
ー
物
産
一
同
、

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

	
	

　
　	

	
	

本
社
　
総
務
部

　東京都が70歳以上の世帯を対象に平成17年にまとめた「シニア世代における一人及び二人暮らしの身の回りの危険」調査報告書には、こ
うした家庭内で起きた事故やヒヤリとした体験の事例が数多く紹介されています。

「家庭で起きる転倒事故の半分以上は65歳以上。特に75歳以上になると転倒や転落が多くなります」。東京都健康長寿医療センター研究所
の部長は、高齢者の事故についてこう注意を促しています。
　「転倒などの事故が起こりやすくなるのは、高齢になるにつれて筋力や視力などの身体能力が低下することが大きな原因だ。病気の療養や
リハビリをする場合はさらに注意が必要になる。」と。ただ「注意して」というのは簡単ですが、それだけで事故を防ぐのは難しく、家庭内の設備
を工夫するなどして、「事故を起こしにくい環境を整えることも大切」だ。ともおっしゃつています。段差のある階段などでの転倒は、大きな事
故につながりやすく、手すりを付けるなどの工事も大切ですが、階段を下った最後の段から床に下りる時にも注意が必要です。暗くて境目がわ

かりにくいことが多く、踏み外しやすいからです。こうした階段では、階段と床の色がはっき
り違うように敷物を敷くなど、段差がわかりやすくすると転びにくくなります。照明（フットラ
イトも有効）をより明るいものに変えることも効果がありますね。階段や玄関など段差のあ
る場所ももちろんですが、平たんに思える居間でも事故は多発しています。すねの前側の
筋肉が衰えてくるとつま先が上がらなくなり段差でもつまずきやすくなるのです。
カーペットなどを敷く場合は、床との間に段差を造らないように隙間なく敷き詰め、一部だ
け敷くのは避けるのがいいでしょう。
後ろのあいたスリッパも転倒の原因になりやすいので、家族もいっしょにスリッパを使わな
いようにした方が安全です。子供や高齢者の事故の科学的分析に取り組む産業技術総合研
究所の研究員は「高齢者が歩く動線上にものを置かないことが大事」と話しています。
床や階段においたモノにつまずくだけでなく、薄い紙でも踏んで滑る危険があるのです。

高齢者のライフサポート
事故の場所・6割が住宅
高齢者が日常生活の中で起こす事故では、転倒が圧倒的に多い。
東京消防庁の「救急搬送データーから見る日常生活の実態」によると、同庁管内では2016年、
日常生活の事故が原因で65歳以上の高齢者を72,198人救急搬送したが、その8割が転倒で、
転落をあわせると約9割に達するのだそうです。
事故を起こした場所は住宅などの居住場所が60.9％と過半数を占め、道路や交通施設といった
屋外の2倍以上。
特に75歳以上では、居住場所が66.8％と7割近くを占め、家庭内での事故が多いことがわかります。
高齢者の増加に伴い転倒などの事故による救急搬送は増え続け、搬送者の約4割は入院が必要と
重症化しやすく、家庭内の事故をどう予防するかは重要な課題になっています。

高齢者の事故は8割が転倒

 転ぶ 81.5％
 落ちる 10.9％
 ものがつまるなど 2.7％
 ぶつかる 2.1％
 溺れる 0.8％

家庭内の転倒事故を防ぐには
 ● 後ろのあいたスリッパは使わない。
 ● 通り道に電源コードをはわせたりものを置いたりしない
 ● カーペットなどを部分的に敷かない。
 ● 冬場はこたつの布団などに注意が必要です。

改装の注意点
★転びにくいひと工夫　

★階段の最後の段が
　床と見分けにくいと
　踏み外しやすい

★敷物は全面に

★階段は明るく

　特にトイレに行く通り道は、夜間に用を足す際に事故を起こしやす
くなります。床にはわせた電源コードにひっかかって転倒する事故も
多いようです。冬になるとこたつの周りも危険がいっぱいです。電源
コードだけでなく。こたつ布団のすそに足を取られて転ぶケースも少
なくありません。こたつにサイズを合わせ、大きすぎない布団を使う
ようにした方が安心ですね。
　産業技術総合研究所の研究員は、住環境や日常使う道具などのデ
ザインを工夫することで事故を防ぐ研究について「高齢者がどのよう
にものを使っているかのデーターがまだそろっていない」と説明して
います。経済産業省の委託を受け、動画ライブラリーを整備する取り
組みを進めているそうです。
　住み慣れた住宅で事故を起こすかもしれないという意識は、高齢
者自身も家族も持ちにくく、ヒヤリとしてからあわてないよう、自宅の
環境を見直して事故を防ぐ工夫と改良に心掛けたいものです。

高齢者の住まい　改装の前に・・・
住み慣れた住宅で高齢者が転倒するなどしてケガをする事故
が後を絶ちません。
事故によるケガがきっかけで介護が必要になる場合があるだ
けでなく、重いと命にかかわることもあります。安全のためにバ
リアフリー化などの改装もできればよいのですが、身の回りの
ちょっとした工夫でも、こうした家庭内の事故を予防する効果
が期待できます。

「リビングに敷いていたカーペットにつまずいて
  転倒、手首を骨折した」

「クッションを踏み、バランスを崩して転倒した」

フットライトで足元を

明るく☆彡


